
 

一般廃棄物の処理実施計画について 

 

廃棄物の処理及び清掃に関する法律（昭和４５年法律第１３７号）第６条第１項に基づき令和８年度一般

廃棄物処理実施計画を次のとおり定める。 

 

令和８年４月１日 

 

釧路市長 鶴 間  秀 典 

 

 

令和８年度釧路市一般廃棄物処理実施計画 

 

Ⅰ 一般廃棄物処理の基本的事項 

 

 １ 処理区域 

  本計画の対象区域は、本市の行政区域とする。 

 

 ２ 計画期間 

  本計画の期間は、令和８年４月１日から令和９年３月３１日までとする。 

 

 ３ 人  口 

本計画の対象人口は、１５０，５１４人（推計値）とする。 

 

４ 廃棄物の区分と種類 

   本計画において本市が処理する廃棄物（ごみ、し尿、浄化槽汚泥等）は、市内で発生する一般廃棄物

で、一般家庭の日常生活から発生する「家庭系ごみ」と事業活動に伴って発生する「事業系ごみ」とす

る。 

ただし、条例の規定により、排出を禁止し、又は適正な処理が困難とした廃棄物は除くものとする。 

 

  



Ⅱ ごみ処理実施計画 

１ 処理計画量 

 

 （１）計画収集       （単位：トン／年） 

収集主体 計画収集量 内訳 計画処理量 

釧 

路 

市 

直営 ５１２ 

可燃ごみ ３９２ 

不燃ごみ ２３ 

粗大ごみ ４３ 

資源物 ５４ 

委託 ３４，５１２ 

可燃ごみ ２３，５１２ 

不燃ごみ １，３８９ 

粗大ごみ ３２０ 

資源物 ９，２５９ 

有害ごみ ３２ 

計 ３５，０２４ 

  

 （２）自己搬入       （単位：トン／年） 

排出主体 計画搬入量 内訳 計画処理量 

釧 

路 

市 

家庭系 ７，８６０ 

可燃ごみ ２，７３２ 

不燃ごみ ６９７ 

粗大ごみ １，３４８ 

資源物 ３，０８３ 

事業系 ２１，３５２ 

可燃ごみ １９，１４０ 

不燃ごみ ４４ 

粗大ごみ ３５２ 

資源物 １，８１６ 

計 ２９，２１２ 

 

（３）計画量合計   （単位：トン／年） 

釧路市 ６４，２３６ 

 

２ 一般廃棄物の排出抑制等のごみ減量化の方策 

（１）普及啓発の充実 

項目 概要 

出前講座等の開催 

町内会、各種団体・サークル、事業所、学校、ＰＴＡなど

を対象に、ごみ減量化・再資源化等に関する講習会や懇談

会を開催する（出前講座、生ごみ減量講習会等）。 

広報くしろでの広報活動 
生ごみの減量化、ごみの分別、集団回収の利用促進など、

広報紙による啓発を行う。 



廃棄物処理施設等の見学会 
ごみ処理の現状を広く市民に周知することを目的に、釧路

市資源リサイクルセンター等の施設見学を実施する。 

ホームページ・ＳＮＳ等での 

広報活動 

ごみの分別、減量、リサイクルを中心とした電子媒体での

啓発、情報提供を行う。 

ポイ捨て防止街頭啓発 
ごみのポイ捨て防止とごみ減量をＰＲするため、市内のス

ーパーマーケットでの街頭啓発を行う。 

 

（２）学習機会の提供・充実 

項目 概要 

学校教育機関との連携 
学校教育関係部局と連携のもと学校での出前講座や施設

見学会を開催する。 

出前講座等の開催 

町内会、各種団体・サークル、事業所、学校、ＰＴＡなど

を対象に、ごみ減量化・再資源化等に関する講習会や懇談

会を開催する（出前講座、生ごみ減量講習会等）。 

 

（３）環境イベントの開催 

項目 概要 

食品ロスパネル展 
食品ロス削減月間にあわせ、食品ロス問題や食品ロスを減

らす意識を深めるとともに、自発的な行動を促進する。 

 

（４）環境美化の推進 

項目 概要 

釧路市クリーンパートナー制度 

市内の公共の空間に一定区域を定め、清掃活動を行うこと

により、ごみの散乱地域の解消、ポイ捨て行為の抑止効果、

市民の美化意識の高揚を図り、市民と市が協働して散乱ご

みのない清潔できれいな街づくりを推進する。 

くしろクリーン作戦（春・秋のマ

チをきれいにする市民総ぐるみ

運動）（自主清掃） 

春・秋に実施するマチをきれいにする市民総ぐるみ運動の

実施に合わせ、連合町内会未加入町内会等への実施を要請

する。 

春採公園クリーン作戦 

市民の憩いの場として親しまれている春採公園の清掃活

動を実施し、自然保護や環境保全活動への意識啓発を図

る。 

ごみゼロキャンペーン集まれ！

ごみひろい隊会 

市内中心部などごみが散乱している区域における、市民及

び市民団体等のボランティアによる清掃活動を実施する。 



「市民みんなできれいなマチに」

ポスターコンクール 

清掃意識の向上を図るため、小学校及び義務教育学校の

３・４・５年生を対象に実施する。 

 

（５）ごみの減量・資源化の推進 

項目 概要 

集団資源回収奨励金交付制度 

町内会・老人クラブ・ＰＴＡなどの団体が、集団で回収す

る新聞紙・段ボール・雑誌・紙パックを対象に、回収量１

ｋｇにつき２円の奨励金を交付し、地域での資源回収の取

り組みを促進する。 

中間処理施設からの金属類等の

回収 

粗大ごみ処理センターにおいて、家庭から排出される不燃

ごみ、粗大ごみに含まれる再生利用可能な金属類を回収・

売却し、資源の有効活用を図る。 

使用済小型家電の回収・リサイク

ル 

市役所本庁、各行政センター等に回収ボックスを設置し、

家庭で不要になった使用済小型家電の無料回収を行う。回

収した使用済小型家電は、再生利用可能な金属やレアメタ

ル等を、再資源化事業者に引き渡し、資源の有効活用を図

る。 

食品ロスの削減 
関係団体との連携により、フードドライブや啓発活動を実

施し、ごみの減量化を促進する。 

 

（６）ごみの適正分別・適正排出の推進 

項目 概要 

分別収集推進協力員制度 

ごみの分別、資源ステーションに関する市との連絡調整及

び資源回収の促進、協力など地域と連携しながら自主的な

活動を実施する。 

不法投棄等防止監視業務 

不法投棄の多発地点の昼間パトロール、啓発活動、適正処理

指導、収集等を行い、夜間は不法投棄監視パトロールを行

う。また必要に応じて監視カメラの設置も行い、不法投棄抑

制に努める。 

ごみ集積場における違反ごみ対

策 

ごみ集積場の巡視を通じて、ごみ出しルールが守られる環

境を整える。特にごみ出しルールが徹底されない集積場に

おいては、重点的な巡視、指導を行う。 

資源物の持ち去り行為に係る巡

視及び指導 

資源ステーションからの資源物の持ち去り行為を防止する

ため、定期的にパトロールを行い、当該行為を発見した場合

は、行為者に対して中止指導を行う。 

適正処理の周知及び分別排出指

導 

事業者や収集運搬業者に対し、ごみの適正処理について周

知するとともに、展開検査等を通じて不適正排出を確認し

た場合は、分別排出指導を行う。 



ふれあい収集 

市内在住の方で、自らごみを所定の場所まで排出すること

が困難な世帯を対象に、声かけを行いながら、戸別収集を行

うことにより、ごみの適正な排出環境を確保する。 

 

３ 廃棄物の種類及び分別の方法 

（１）市が処理する家庭系廃棄物及び事業系一般廃棄物の種類及び分別の区分は、次のとおりとする。 

（特別管理一般廃棄物は除く） 

分 別 の 区 分 廃 棄 物 の 種 類 処理手数料 

可 燃 ご み 

生ごみ、プラスチック製品、衣類（綿 100％以外）、

ゴム・革製品、吸殻、リサイクルできない紙、石炭

灰、刈草等 

有料 

※刈草等は無料 

不 燃 ご み ガラス・陶器類、金属製品、小型家電製品類など 有料 

有 害 ご み 
乾電池、リチウムイオン電池（JBRC 回収対象外）、蛍

光管類、スプレー缶、ライター、水銀体温計など 
無料 

粗 大 ご み 
指定ごみ袋に入らない可燃ごみ及び不燃ごみ（食卓

セット、ソファ、タンス、自転車など） 
有料 

資 源 物 

新聞紙・チラシ・雑誌・段ボール・紙パック・雑が

み、衣類・布類（綿 100％）、あき缶・びん・ペット

ボトル、白色トレイ、プラスチック製容器包装など 

無料 

 

（２）家庭系一般廃棄物の排出方法は以下のとおりとする。 

分 別 の 区 

分 
収集回数 排出場所 方法 排出時間（収集日） 

可燃ごみ 

週２回 

（一部週 1 回） 

各戸又は各ごみス

テーション 

指定ごみ袋に

入れて排出 

釧路地域：午前９時まで 

阿寒地域：午前８時まで 

音別地域：午前８時 30 分まで 

自己搬入（事業系

一般廃棄物含む） 

釧路広域連合清掃

工場 
― 

釧路広域連合清掃センター

の開場時間による 

不燃ごみ 

月２回 
各戸又は各ごみス

テーション 

指定ごみ袋に

入れて排出 

釧路地域：午前９時まで 

阿寒地域：午前８時まで 

音別地域：午前８時 30 分まで 

自己搬入（事業系

一般廃棄物含む） 

粗大ごみ処理セン

ター 
― 

月～土：午前９時～午後４

時 30 分 

日・12/31：午前９時～午

後０時 30 分 



有害ごみ 

（リチウムイ

オン電池以

外） 

月２回 

阿寒地域：週１回 

各戸又は各ごみス

テーション 

透明又は半透

明の袋に入れ

て排出 

釧路地域：午前９時まで 

阿寒地域：午前８時まで 

音別地域：午前８時 30 分まで 

有害ごみ 

（リチウムイ

オン電池 JBRC

回収対象外） 

随時 

市が指定する回収

協力店へ持参 

※回収協力店（ケ

ーズデンキ釧路本

店、ヤマダデンキ

（釧路旭町店・ジ

ョイフルタウン釧

路店）、デンキの

エースたかはし、

久保田電器商会、

DCM（中園店・千

代ノ浦店・星が浦

店・鳥取大通店） 

・阿寒及び音別に

ついては、各行政

センター、阿寒湖

温泉は支所に持参 

・回収協力店

においては、

窓口店員に手

渡とする 

 

・各行政セン

ター及び阿寒

湖温泉支所に

おいては市職

員に手渡とす

る 

各店舗の営業時間及び各行

政センター・阿寒湖温泉支

所の開庁時間による 

粗大ごみ 

申込制 
各戸又は各ごみス

テーション 

ごみ処理券を

貼り付け、申

込時に指定さ

れた場所へ排

出 

申込時に指定 

自己搬入（事業系

一般廃棄物含む） 

粗大ごみ処理セン

ター 
― 

月～土：午前９時～午後４

時 30 分 

日・12/31：午前９時～午

後０時 30 分 

資源物 

週１回 

音別地域：月２回 

釧路地域：資源物

ステーション 

阿寒・音別地域：

ごみステーション 

・釧路地域は回

収専用の袋、か

ご、網内に排出 

・阿寒及び音別

地域は透明か

半透明の袋で

排出 

釧路地域：午前９時まで 

阿寒地域：午前８時まで 

音別地域：午前８時 30 分

まで 

自己搬入（事業系

一般廃棄物含む） 

釧路市資源リサイ

クルセンター及び
― 

釧路市資源リサイクルセン

ター及び釧路広域連合清掃



高山資源受入ボッ

クス 

センターの開場時間による 

刈草等 

可燃ごみに同じ 
各戸又は各ごみス

テーション及び 

・刈草、落ち葉：

透明な袋等に

入れて排出 

・木の枝：長さ

50cm 以下に切

断し結束して

排出 

釧路地域：午前９時まで 

阿寒地域：午前８時まで 

音別地域：午前８時 30 分

まで 

自己搬入（事業系

一般廃棄物含む） 

釧路広域連合清掃

工場 
― 

釧路広域連合清掃センター

の開場時間による 

一時多量 

ごみ 

分別排出の上、排出者自らが処理施設へ搬入するか、一般廃棄物処理業者・許可

業者により、処理施設へ搬入する。 

 

（３）事業系一般廃棄物の排出方法は以下のとおりとする。 

    分別 排出・収集方法 

可燃ごみ・不燃ごみ・

資源物 

分別排出の上、排出者自らが処理施設へ搬入するか、一般廃棄物処理業者（許

可業者）により、処理施設へ搬入する。 

 

４ 条例第１３条及び同施行規則第８条で規定する排出禁止物 

区分 品目例 排出方法等 

① 有害性のある物（乾電池、 

蛍光管及び水銀計を除く。） 

工業薬品（塩酸・硫酸・硝酸等）、農

薬、バッテリー、印刷インク等 

販売店、専門処理業者等で適

正処理 

② 感染性のある物 注射針等 

③ 危険性のある物 
ガスボンベ類（プロパンガス・アセ

チレンガス・酸素・水素）、火薬等 

④ 引火性のある物 

石油類（ガソリン・軽油・灯油・シ

ンナー・ベンジン・塗料・エンジン

オイル・ブレーキオイル等）、自動車

用燃料添加剤 

⑤ 著しく悪臭を発する物 現像液等 

 



⑥ 特別管理一般廃棄物 

法第２条第３項の規定に基づき、廃

棄物の処理及び清掃に関する法律

施行令第１条各号で定めるもの 

ＰＣＢ使用（廃エアコン、廃テレビ

ジョン受信機、廃電子レンジ）、ば

いじん、感染性廃棄物 

専門処理業者等で適正処理 

ＰＣＢは適正保管 

⑦ 特定家庭用機器再商品化法

（平成１０年法律第９７号） 

第２条第４項に規定する特

定家庭用機器 

テレビ、冷蔵庫、冷凍庫、洗濯機・

衣類乾燥機、エアコン 

小売店、販売店等で回収し、

製造メーカーで資源を回収 

⑧ パーソナルコンピュータ

（その表示装置であってブ

ラウン管式又は液晶式のも

のを含む。） 

デスクトップパソコン本体、ノート

パソコン、ブラウン管式ディスプレ

イ、液晶ディスプレイ等 

① （一社）電子情報技術産

業協会（ＪＥＩＴＡ）参加

メーカーのパソコンは、

メーカーの自主回収ルー

トで回収 

② 上記以外の回収するルー

ト等が存在しないパソコ

ンは、一般社団法人パソコ

ン３Ｒ推進協会で回収 

⑨ 廃棄物の処理（収集、運搬及

び処分）を著しく困難にし、

又は市の処理施設等の機能

に支障が生じる物 

自動車、消火器、耐火金庫、タイヤ、

オートバイ、原動機付自転車、ピア

ノ、ＦＲＰ船等 

販売店、専門処理業者等で適

正処理 

 

５ 処理主体 

（１）家庭系一般廃棄物 

区分 収集・運搬主体 
中間処理 最終処分 

処理主体 処理方法 処理主体 処理方法 

可燃ごみ 市（直営及び委託） 広域連合 焼却 市（委託） 埋立 

不燃ごみ 市（直営及び委託） 市（委託） 選別 市（委託） 埋立 

有害ごみ 市（委託） 民間 資源化 - - 

粗大ごみ 市（直営及び委託） 市（委託） 選別 市（委託） 埋立 

資 

源 

物 

紙類、缶類、 

びん類、布類、 

白色トレイ、  

ペットボトル 

市（直営及び委託） 市（委託） 資源化 - - 



プラスチック

製容器包装 
市（直営及び委託） 民間 資源化 - - 

  ※広域連合とは、釧路広域連合清掃工場をいう。 

 

（２）事業系一般廃棄物 

区分 収集・運搬主体 

中間処理 最終処分 

処理主体 処理方法 処理主体 処理方法 

可燃ごみ 許可業者 
広域連合 

民間 

焼却 

破砕 
市（委託） 埋立 

不燃ごみ 許可業者 市（委託） 選別 市（委託） 埋立 

資 

源 

物 

下記以外 許可業者 市（委託） 資源化 ― ― 

プラスチック

製容器包装 
許可業者 民間 資源化 ― ― 

  ※事業活動に伴って排出される一般廃棄物は、排出者自らの責任において適正に処理すること 

を原則とするが、自ら処理できない場合には、許可業者に委託し、処理を行う。 

 

  



６ 処理施設、受入時間及び受入休業日 

（１）中間処理施設 

施設名 釧路市資源リサイクルセンター 

所在地 釧路市鳥取南７丁目１番２号 

処理対象物 缶類、びん類、紙類、布類、ペットボトル、白色トレイ 

処理能力 
缶（１～２トン／ｈ）、びん（３～４トン／ｈ）、ペットボトル（２．５

トン／日） 

受入時間等 

月～金曜日 午前９時から午後５時まで 

土・日曜日 午前９時から午後４時まで 

休業日：１２月３１日から１月３日まで 

 

施設名 音別町リサイクルセンター 

所在地 釧路市音別町海光１丁目３１番地 

処理対象物 缶類、びん類、紙類、布類、ペットボトル、白色トレイ 

処理能力 
缶（０．５トン／ｈ）、ペットボトル（０．０７～０．１トン／ｈ）、    

白色トレイ（０．０２トン／ｈ） 

受入時間等 
火～木曜日 午前９時から午後４時まで 

休業日：金～月曜日、第５週及び１２月３１日から１月３日まで 

 

施設名 ネイチャーテック釧路 

所在地 釧路市星が浦南６丁目６番１３号 

処理対象物 プラスチック製容器包装 

処理能力 プラスチック製容器包装６４．８トン／日 

 

施設名 粗大ごみ処理センター 

所在地 釧路市高山４番地１ 

処理対象物 不燃ごみ、粗大ごみ 

受入時間等 

月～土曜日 午前９時から午後４時３０分まで 

日曜及び１２月３１日 午前９時から午後０時３０分まで 

休業日：１月１日から１月３日まで 

 

 

 

 



施設名 釧路広域連合清掃工場 

所在地 釧路市高山３０番地１ 

処理対象物 可燃ごみ、可燃性粗大ごみ、可燃性残渣、動物性残渣 

処理能力 ２４０トン／日（１２０トン／２４ｈ×２炉） 

受入時間等 

月～土曜日 午前９時から午後４時３０分まで 

日曜及び１２月３１日 午前９時から午後０時３０分まで 

休業日：１月１日から１月３日まで 

 

（２）最終処分場 

施設名 釧路市ごみ最終処分場 

所在地 釧路市高山１７番地１、２９番地１ 

計画埋立量 ２３３，３０７㎥ 

汚水処理能力 １７０㎥／日 

埋立対象物 焼却残渣・不適物、不燃性残渣、直接埋立（不燃）、直接埋立（汚泥） 

 

 

施設名 阿寒町一般廃棄物最終処分場 

所在地 釧路市阿寒町東栄３３番地６ 

計画埋立量 ４７，０００㎥ 

汚水処理能力 ４５㎥／日 

埋立対象物 直接埋立（不燃）、直接埋立（汚泥） 

受入時間等 

月～土曜日、毎月最終日曜日（ただし、１２月３１日が日曜日の場合は、

前週の日曜日）午前９時から午後４時３０分まで 

 

休業日：上記以外の日曜日及び１２月３１日から１月３日まで 

 

 

 

 

 

 

 



施設名 音別町一般廃棄物最終処分場 

所在地 釧路市音別町尺別３１番地１ 

計画埋立量 １０，０００㎥ 

汚水処理能力 １０㎥／日 

埋立対象物 直接埋立（不燃）、直接埋立（汚泥） 

受入時間等 
水曜日 午前９時から午後４時まで 

休業日：水曜日以外及び１２月３１日から１月３日まで 

 

７ その他 

項目 概要 

釧路市廃棄物減量等推進審議会 
廃棄物の減量及び適正な処理に関する事項を審議す

る。 

釧路市廃自動車認定等委員会 
釧路市自動車放置防止条例に基づき、廃自動車認定基

準等、放置自動車対策に関する事項を審議する。 

釧路市マチをきれいにする推進協議会 
清掃思想の啓発や清掃運動の実践を通じて、環境の美

化に寄与する。 

 

Ⅲ 生活排水処理実施計画 

１ し尿及び浄化槽汚泥等 

（１）処理計画量           （単位：kl／年（浄化槽汚泥等は１㎏を１ℓに換算）） 

区分 計画搬入量 内訳 計画処理量 

し尿 １２，６９３．５ 
釧路市 ４，７５８．５ 

白糠町・釧路町・鶴居村 ７，９３５．０ 

浄化槽汚泥等 ４，９４８．３ 
釧路市 １，７６９．０ 

白糠町・釧路町・鶴居村 ３，１７９．３ 

計 １７，６４１.８ 

 

（２）種類及び収集形態 

   ア し    尿：委託業者が戸別収集（計画収集もしくは申し込みによる随時収集）により収集し、

処理施設に搬入 

   イ 浄化槽汚泥等：一般廃棄物処理業（浄化槽汚泥等の収集・運搬）の許可業者が収集し、処理施設

に搬入 

 

（３）し尿及び浄化槽汚泥等処理施設 

施設名 所在地 処理能力等 

大楽毛下水終末処理場 釧路市星が浦南６丁目９番 
し尿等下水道受入施設 

処理能力 ８０．４kl／日 
 


